
 

災災害害時時保保健健活活動動ににおおけけるる市市町町村村とと保保健健所所のの緊緊密密なな連連携携体体制制づづくくりり  

～～風風水水害害にに備備ええてて～～  

西多摩保健医療圏 

実 施 年 度 開始  令和 ７年度、   終了（予定） 令和 ８年度 

背 景 

・西多摩圏域は地理的に自然災害が多く、近年では令和元年に発生した台風第１

９号において秋川流域の市町村を中心に土砂崩れや河川の越水が発生し、管内

８市町村全てが災害救助法の対象となるなど、甚大な被害が発生した。 

・このような中、これまで西多摩保健所は、圏域の市町村災害時保健活動ガイド

ラインの作成等を通じて、市町村の災害時保健活動を支援してきた。市町村の

保健活動マニュアルは少しずつ整備されているが、未整備の市町村もある。 

・令和６年度には、市町村連携課が新設され、圏域内市町村の健康主管課と連携

を充実させるとともに、防災主管課との関係づくりを進めてきた。このような

中、市町村の庁内連携が課題となっていること、市町村の地域防災計画には災

害時保健活動の具体的な記載がされていないことから、台風などの風水害発生

時に市町村と保健所とが協働し、適切に災害に対応できるよう、緊密な連携体

制を作ることがより一層重要であることがわかってきた。 

目 標 

市町村と保健所とが協力して災害時保健活動を進めるための基盤を整備する。 

・災害時の市町村と保健所との連携が円滑に進むように、平時から地域保健関連

情報等の内容を踏まえ、互いの活動内容を明確にし、共有することで、災害時

保健活動を実行可能なものとする。 

・日ごろより市町村と保健所の顔の見える関係づくりを進め、災害時保健活動を

円滑に行えるようにする。 

事 業 内 容 

連携シートの作成により連絡体制の整備を図るとともに、その作成過程の中で、

保健所と市町村、市町村の所管部署間の関係づくりを進める。 

１災害時の具体的な活動内容の検討 

２活動内容について市町村と保健所ですり合わせ 

３市町村と協働で作成した活動内容の検証・確認 

評 価 

・保健所と市町村との連携内容を記載した「災害対策連携シート」を作成した。 

・「災害対策連携シート」を作成する過程で、保健所内ＷＧを開催して保健所が

市町村と連携を行う活動を検討・整理するとともに、市町村連携担当が各担当

の活動を詳細に把握した。また、あきる野市との連携ＷＧでは、保健所の活動

業務の周知や市の課題を共有するとともに、あきる野市の所管同士が直接対面

で話すことによる現状や課題等の共有や部署間連携の推進の一端を担うことが

できた。 

・本事業のアドバイザーからは、災害対策の連携強化の取組に対して事業設定し

たことに高評価をいただくとともに、「災害対策連携シート」をコンパクトに

まとめたこと、また、その作成作業等を通して保健所内やあきる野市との打合

せ等で情報を共有するなど、今年度の事業の取組プロセスそのものが体制整備

に係る大きな成果であるとの講評を得た。 

問 合 せ 先 

西多摩保健所 市町村連携課 市町村連携担当 

電    話  ０４２８－２２－６１４１ 

ファクシミリ  ０４２８－２３－３９８７ 

E-mail     S1153106@section.metro.tokyo.jp 
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１ 取組までの経緯 

西多摩保健所の所管する西多摩圏域は、東京西部に位置し、東京都面積の約２６％を占める

広大な面積に約３７万人が暮らしている。面積の多くを山岳地帯が占めるとともに、多摩川や 

秋川等の河川も有していることから、地理的に自然災害のリスクに大きく直面している。 

近年では令和元年に発生した台風第１９号において秋川流域の市町村を中心に土砂崩れや河

川の越水が発生し、管内８市町村全てが災害救助法の対象となるなど、甚大な被害が発生した。 

西多摩保健所は、これまで圏域の市町村災害時保健活動ガイドラインの作成等を通じて、市

町村の災害時保健活動を支援してきた。市町村の保健活動マニュアルは少しずつ整備されてい

るが、未整備の市町村もある。 

また、令和６年度には市町村連携課が新設され、圏域内市町村の健康主管課と連携を充実さ

せるとともに、各市町村の主催する防災訓練に参加する等、防災主管課とも関係づくりを進め

てきた。こうした中、市町村における庁内連携が課題となっていること、市町村の地域防災計

画には災害時保健活動について具体的な内容まで記載がされていないことから、台風などの風

水害発生時に市町村と保健所とが協働し、適切に災害に対応できるよう、緊密な連携体制を作

ることがより一層重要となることがわかってきた。 

 

 

２ 事業目標 

市町村と保健所とが協力して災害時保健活動を進めるための基盤を整備するため、次のとお

り目標を設定する。 

（１）全体目標 

災害時の市町村と保健所との連携が円滑に進むように、平時から地域保健関連情報等の内

容を踏まえ、互いの活動内容を明確にし、共有することで、災害時保健活動を実行可能なも

のとする。 

日ごろより市町村と保健所の顔の見える関係づくりを進め、災害時保健活動を円滑に行え

るようにする。 

（２）令和７年度の目標 

保健所とモデル自治体との協働の下、災害発生のどの段階において、誰が、誰と、どのよ

うな、活動を行っていくのかを明らかにし、実行可能なものにしていく。 

（３）令和８年度の目標 

モデル自治体との効果検証を行うとともに、横展開する市町村と、災害発生のどの段階に

おいて、誰が、誰と、どのような、活動を行っていくのかを明らかにし、実行可能なものに

していく。 

 

３ 事業内容 

（１） 計画策定 

ア 健康危機管理ＰＴ 

事業を行うに当たり、令和６年度より所内で開催している健康危機管理ＰＴで随時進捗

報告等を行いつつ、事業を進めていく。 

イ 様式作成 

様式は、保健所と市町村の部署名及び連絡先を明記した上で、お互いが連携する活動内

容について、簡潔に記載し、発災時に手に取ってすぐ読めるよう各項目を設けるとともに、

災害時のフェーズ毎に「平時」、「発災前日」、「発災直後～７２時間」、「７２時間～１週間」

と４段階に分けた様式「災害対策連携シート」（以下「連携シート」という。）を定めた。 

連携シートは、まず保健所の災害時の活動を明記した「連携シート【都活動】」を作成し、

市町村との打合せの中で都の活動内容を共有し市町村において都の活動と対となる市町村

の活動を整理した「連携シート【市活動】」を作成する。その後、市町村と保健所との打合

せを行い、連携する内容を明記した「連携シート【総括版】」を作成する。 

 なお、「連携シート【総括版】」の作成過程の中で、保健所と市町村、市町村の所管部署

間の関係づくりも進める。 
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 ウ モデル自治体の選定 

令和元年の台風第１９号で被災し、保

健所の受援を受けた経験のある、あきる

野市に依頼し了承を得たことから令和

７年度のモデル自治体に選定した。 

エ アドバイザー報告 

本事業に係るアドバイザーとして千

葉県立保健医療大学健康科学部の雨宮

有子准教授（以下「アドバイザー」とい

う。）に御就任いただき、四半期に 1回、

事業内容について御助言をいただいた。 

 

（２）保健所内ＷＧ 

「連携シート【都活動】」を作成するとともに、保健所の災害時における活動を市町村に伝 

える必要があることから、所内の各担当から１～２名程度ＷＧに参加するメンバーを選出し、

保健所内ＷＧ（以下「所内ＷＧ」という。）を開催した。 

５月から７月にかけて８分野で計１９回の所内ＷＧを開催した。所内ＷＧでは、令和６年

度に保健所で策定した災害時保健所活動マニュアルを基に各分野における市町村との連携部

分に係る内容の整理や課題を共有しながら、計画のとおり９月末までに、８分野の「連携シ

ート【都活動】」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アドバイザー講演会 

令和７年１０月２０日に、西多摩保健所で、圏域内市町村の職員を対象に、アドバイザー

【所内ＷＧの様子】 【所内ＷＧ活動一覧】 

【作成した災害対策連携シート(都活動)】 

【アドバイザー報告の様子】 
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講演会を開催した。講演会は、「災害時、あなたは、どこで誰と、どのように活動するか～災

害対応体制図を見ながら考えよう～」をテーマとし、アドバイザーから、近年の様々な災害

での事例の紹介や組織における指揮命令系統の重要性、CSCA-HHHH が大切であること等のお

話があった。 

当日は、市町村の健康主管課のみならず、防災主管課の職員にも御参加いただき、計３５

名の出席があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）あきる野市との連携ＷＧ 

モデル自治体である、あきる野市と「連携

シート【総括版】」の作成に向けて、定期的に

ＷＧ（以下「連携ＷＧ」という。）を開催した。 

取組を進めるに当たっては、健康主管課だ

けでなく、防災主管課の協力も不可欠となる

ことから、年度当初に、地域防災課に取組内

容を説明し、市役所の各部署の協力が必要な

旨を説明して了承を得た。 

初回の連携ワーキングでは、進め方等につ

いて関係各部署を一堂に会し、全体説明を行

い、その後、８分野ごとに連携ＷＧを進めた。 

連携ＷＧ当日は、連携シート作成を目指し、

保健所とあきる野市とが災害時に協力して行

う活動や、市内部での部署間での役割分担、

連絡体制の確認等を行った。 

１１月から２月にかけて８分野で計１７回

（全体説明含む。）のワーキングで、市からは

計１０部署の出席があった。 

【講演当日の様子】 【市町村向け案内】 

【講演会後に実施した参加者アンケート】 

【全体説明の様子】 

【連携ＷＧの様子】 
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（５）連携シート【総括版】の作成 

あきる野市との連携ＷＧを経て、令和８年３月に、「災害対策連携シート【総括版Ｒ８.

３】」を作成した。 

また、保健所と市町村との情報連絡系統を図示することで理解の促進を図った。なお、   

連携シートに「R8.3」と作成した時期を入れているが、今後予定する効果検証やその後の状

況等を踏まえて、柔軟に修正等が行うことを前提としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成した連携シート総括版①（イメージマップ）】 

【連携ＷＧ開催状況】 

【作成した連携シート総括版②（８分野ごとに作成）】 
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４ 評価 

所内ＷＧでは、災害時に保健所が市町村と連携を行う活動を検討・整理し、「連携シート【都

活動】」の作成を行うとともに、市町村連携担当が各担当の活動を詳細に把握することができた。 

また、あきる野市との連携ＷＧでは、先述のとおり、あきる野市には４月に健康主管課及び

防災主管課へ事前に説明した後、１０月からは市の計１０の所管への全体説明会や今回テーマ

となる８分野の取組を行うことで、保健所の活動業務の周知や市の課題を共有するとともに、

あきる野市の所管同士が直接対面で話すことによる現状や課題等の共有や部署間連携の推進の

一端を担うことができた。 

 令和７年度のモデル自治体である、あきる野市からは、この取組が各部署の災害対策に対す

る意識付けにつながり、担当部署の明確化や各部署の役割、手順の整理にとどまらず、災害時

の保健活動における課題が明らかになるなど取組の効果があった旨の感想をいただいた。 

本事業のアドバイザーからは、全国的に見ても組織内の連携や関係各所等とのつながりは課

題になっていることから、災害対策において本事業のような連携強化の取組を行うことは非常

に重要であり、他に類のない画期的な取組と高評価をいただいた。 

また、作成した連携シートについても、量が膨大だと作成しても、災害時に見なくなってし

まうので、災害時に見られるコンパクトにまとめたことは大事なことであり、加えて連携シー

トを作成することも大切だが、作成作業等を通して保健所内やあきる野市との打合せ等で情報

を共有するなど、今年度の事業の取組プロセスそのものが体制整備に係る大きな成果であると

の講評もいただいた。 

 

５ 今後の取組 

令和８年度は、あきる野市と連携シートに係る効果検証を進めるとともに、横展開する自治

体との連携シートの作成を行うことで、引き続き、圏域自治体と災害対策連携シート作成を通

した保健所と市町村との連携強化を図っていく。 

【作成した連携シート総括版③（連絡部署を記載）】 

【作成した連携シート総括版④（②を図式化したもの）】 
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